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研究成果の概要（和文）：日本が世界に誇る高度なロボット技術を応用し，外国人年少者向け日本語学習支援システム
の研究開発を行った。本システムではロボットを用い，インターラクティブに学べる日本語学習環境の構築を目指した
。日本語支援を必要とする外国人年少者の会話のパートナーとしての日本語会話練習の開発およびロボットと学ぶアダ
プティブ・システムを援用した年少者向け日本語テスト（聴解部門）試作版の開発を行なった

研究成果の概要（英文）：We conducted research and development for a robot-assisted Japanese-learning 
system that uses world-renowned robot technology from Japan. The system aims to establish an interactive 
Japanese-learning environment at school. The robot can be used as a conversation partner, practicing 
speaking with children who need Japanese support. Moreover, a trial version of the Japanese Computerized 
Adaptive Test’s listening section was developed to be used with the robot.

研究分野：日本語教育

キーワード： 日本語学習支援　ロボット　外国人年少者　会話のパートナー

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本が誇るロボット技術は、医療、教育など
幅広い分野で用いられつつある。日本語教育
においては、石黒浩・平田オリザ大阪大学教
授による「アンドロイドと日本語教育・今後
の展望」（「第５回日本語教育とコンピュータ
国際学会」平成２４年８月）において、日本
語学習へのロボット技術利用の提案がなさ
れた。確かに世界最先端技術といえるロボッ
ト技術を日本語学習に活用し、日本語・日本
文化・日本のロボット技術を融合させた学習
教材、学習支援システムの構築が可能であれ
ば、教育現場の教師、日本語支援が必要な外
国人年少者の日本語や教科学習および学校
生活の強力なサポートになるだろうと考え
た。また、日本語、日本文化を世界へ発信す
るツールとしてもインパクトがあり、日本語
学習者へのサポート、日本語教育の普及、留
学生の招致などの拡大に寄与できると考え
た。一方、地域に分散して学ぶ外国人年少者
への日本語指導は、日本語教育専門家が学校
内に不在の中では難しく、校長をはじめ、教
員が工夫しながら指導を行っているのが現
状で、日本語教育専門家に助けを求められる
ケースが多々ある。日本語教育の経験のない
教員でも、ロボットとタブレットを連動させ
た日本語学習支援ツールがあれば、容易に日
本語が指導できるため、研究開発が急務であ
ると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本が世界に誇る高度なロボッ
ト技術を利用し、外国人年少者向け日本語学
習支援システムの研究開発に着手し、ロボッ
トとインターラクティブに学べる日本語学
習環境の構築を目的とした。また、ロボット
を利用することにより、教師の日本語指導を
サポートすると同時に、年少学習者の学習動
機付けを高めることができると考えた。学校
現場で日本語支援を必要とする外国人年少
者のパートナーとなるロボットの研究開発
を目指した。教材の一つは、先行研究で開発
を行なったJ-CATコンピュータ日本語適応型
テストに用いられている適応型システムを
援用した年少者向け日本語テスト聴解部門
試行版の制作を行うことであった。 
 
３．研究の方法 
①先ず、ロボット利用日本語教材開発を行な
うに先がけ、言語教育に利用可能なロボット
の調査研究を行なった。人型ロボットの台車
型、二足ロボット、介護用ロボット、コミュ
ニケーションロボットなど多様なニーズに
即して制作されている様々なロボットにつ
いて調査を行い、音声機能、音声認識技術、
顔認識技術、目、頭、手足の動作機能などひ
とつひとつのロボット機能について調査研
究を行ない、応用可能な機能について検討を
行った。2013 年、本研究開始当初は、ロボッ
トの仕組みなどロボットそのものについて

学ぶというロボットの技術面の学習は普及
しつつあったが、ロボットを言語教育に応用
するというアイデアは初期的な段階にあっ
たため、適切なロボットを研究用に入手する
ことが難しい状況であった。しかし、ヒュー
マノイド型やアンドロイド型ロボットが開
発される中で、2014 年以降は、人と人とのコ
ミュニケーションを研究するコミュニケー
ションロボットが数多く開発されてきた。そ
の中で、機能やデザインが外国人年少者の日
本語教育に最も適していると考えたコミュ
ニケーションロボット Sota を研究用ロボッ
トとして入手することができ、教材開発に着
手することができた。 
②次に、外国人年少者が学ぶ地域の小学校に
おける日本語指導の実態調査を行った。また、
小学校でパイロット授業として実践してい
るタブレット利用授業、反転授業の調査も行
った。さらに、外国人児童生徒が多く学ぶ豊
田市西保見小学校では、全授業で電子黒板を
用いたデジタル教材による授業を展開して
いるが、映像や音声など視聴覚教材が外国人
児童生徒にとって、教科理解に繋がっている
現場を視察した。ロボットとタブレット利用
の会話練習や日本語学習 e-ラーニング教材
を研究開発していく上において有益な資料
収集となった。 
③並行して研究開発を行なっている SJ-CAT
自動判定日本語スピーキングテストでは、音
声認識技術を用いたスピーキングテストの
自動判定の研究開発を行なっているが、その
知見を生かし、コミュニーションロボットの
機能のひとつである音声認識技術を利用し
たロボットと学習者との会話練習の研究開
発及び会話コンテンツの作成を行った。 
④先行研究で開発を行なったJ-CATコンピュ
ータ日本語適応型テストの適応型システム
を援用し、年少者向けのテスト開発のための
システム改変およびコンテンツの研究開発
を行なった。タブレット対応プログラミング
書き換えなど改変を行い、コンピュータ画面
上で操作できるように開発を行なった。また、
J-CAT のテスト問題項目研究開発の知見を生
かし、年少者用聴解部門試作版を制作した。 
 
４．研究成果 
ロボット利用言語教材開発の潜在的可能性
を見出したことは大きな成果であった。開発
されたコミュニケーションロボットの機能
は、操作しやすいソフトが備わっており、施
行版を制作しやすいように設計されている。
したがって、発話機能を使い、ロボットの自
己紹介を行うなど容易にロボットに話をさ
せることができた。また、音声認識技術その
ものからの研究開発は難しいが簡単な応答
であれば作ることができる機能も備わって
いるため、学習者がロボットの自己紹介につ
いて質問し、それに対して、ロボットが応答
することができた。初歩的な応答練習である
が、今後、留学生など外国人日本語学習者の



会話パートナーとして、会話練習を行うロボ
ットの研究開発への道筋をつけることがで
きたことは大きな成果となった。ロボットと
会話練習するだけではなく、ロボットと日本
語を学ぶためのタブレット対応コンピュー
タ日本語適応型テスト聴解部門試行版の開
発を行なった。マウスを使用せずに直接画面
をタッチすると、正解または不正解が表示さ
れる。表示される問題は、すべてイラストを
見て答えるもので文字の習得ができていな
い外国人児童生徒も使うことのできる教材
となっている。ロボットとの連携動作は今後
の課題であるが、ロボットが「一緒に学ぼう
ね」と学習者を励まし、動機づけを与えてく
れるなど学習のパートナーとして機能する
ことも分かった。日本語教育を学んだことの
ない学校教員が、児童生徒と一緒に本教材を
使って練習することによって、教員も日本語
文法の特徴などが理解でき、指導しやすくな
るものである。今後、学習者、教員に利用し
てもらい、得られたフィードバックからさら
に精度を高めた教材開発を継続して行って
いく予定である。 
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